
第 36週− 香 

鳥

瞰 

聖なる塗り油は、神からわたしたちにやって来るすべてを含む霊を表徴します。また香はわたしから神へと行くキリスト

を表徴しています。香は五つの成分から成っていました。三つの香料―ナフタ、シケレテ、ヘルベナはそれぞれ、キリス

トの死を表徴しています。第四の成分である乳香は、キリストの甘い復活を表徴します。添えられた塩はキリストの死の

殺す力と保存する力を表徴します。旧約においても新約においても、香はわたしたちの祈りを表徴します。二つの祭壇は

油塗り、血、火によって結び付けられています。青銅の祭壇でたいて、立ち上らせることで、わたしたちは贖われ、置き

換えられます。金の香壇にはキリストの復活と昇天の甘さがあり、それによってわたしたちは受け入れられます。金の香

壇で祈るとき、わたしたちの祈りには異火も異なる香もあるべきではありません。  

 真理要点 経験適用 

１

日 
1 宇宙の中にある神聖な交わ

りが双方向であるというこ

とを説明してください。 

 

2 この双方向の交わりの、そ

の違いを説明してくださ

い。 

1 塗り油(膏油)は、神がキリストの中でわたしたちに来ることです。これは神聖な往来の第一の方向で

す。わたしたちには香と共にこの神聖な往来のもう一つの方向、すなわち、キリストがわたしたちか

ら神へと行くことがあります。ですから、塗り油は、神からわたしたちにやって来る神としてのキリ

ストであり、香は、わたしたちから神へと行くキリストです。 

2 わたしたちは双方向の往来を持つこと、神がキリストを通してわたしたちにやって来ることと、わた

したちがキリストを通して神へと行くことを必要とします。わたしたちは香をたくことによってこの

循環を完成すべきです。膏油はわたしたちのためであり、香は神のためです。膏油はわたしたちの享

受のためであり、香は神の享受のためです。わたしたちは香がわたしたちの享受のためであると思う

べきではありません。もしそれを自分自身で享受しようとするなら、断たれるでしょう。 

２

日 
1 三種類の香料の成分すべて

はどのようにキリストを表

徴していますか？ 

 

2 膏油と香の組成上の原則が

ほぼ同じであることを説明

してください。 

1 (1)ナタフ香は、一種の没薬、木によって生み出される樹脂状のゴムであ り、キリストの生み出す命

の甘い死を表徴します。(2)シケレテ香は、紅海の沼地で生長する小動物の殻であり、キリストの死と

彼の贖いの命を表徴します。(3)ヘルベナ香も、木からの樹脂状のゴムであり、キリストの生み出す命

の力強い死を表徴します。 

2 膏油と香についてわたしたちは、三一の神、神性、人性、キリストの死と復活を見ます。わたしたち

は、この両方から人性とミングリングされた神性を見、死を経過し、復活の中で出て来る人における

三一の神を見ます。両方に、神性と人性を表徴する三と四の数があります。 

３

日 
1 塩の表徴とその機能につい

て説明してください。  

 

2 わたしたちがもし命の成長

を望むなら、祈りにおいて

学ぶべきことはどのような

ことですか？ 

1 塩はキリストの死の効力を表徴します。この塩は消極的なものを殺し、また防腐剤として機能しま

す。塩には腐敗を殺す力があります。塩は予表においてキリストの死の保存する力とその殺す力を表

徴します。香の成分は塩と共に調和され、香は塩(キリストの十字架)と共に調和されます。 

2 わたしたちは罪を犯すと、祈るのがとても困難であるのを見いだすことを認識するかもしれません。

しかしわたしたちは主の中で成長し、霊的生活においてさらに細やかな段階に来るとき、霊の中の少

しの偏見でさえ、わたしたちを正しく祈らせることができないことを見るでしょう。ですから祈る時

に、わたしの天然の人、望み、好みと選択はすべて除き去らなければなりません。 

４

日 
1 ｢香｣に対する認識、意義と

効果について説明してくだ

さい。 

2 啓示録８章の中の、その香

の煙は何を示しています

か？ 

1 旧約においても新約においても、香はわたしたちの祈りを表徴します。香は実はささげ物のためでは

ありません。それは立ち昇るためです。香はキリストの功績を指しています。それは彼の功績、彼で

あるすべて、彼が完成したすべて、彼が行なうすべてを含みます。 

2 香の煙が示しているのは、香が聖徒たちの祈りと共に神に向ってたかれ、神に立ち上るということで

す。このことが暗示しているのは、聖徒たちの祈りに効力があり、神に受け入れられているというこ

とです。言い換えれば、煙が示しているのは、聖徒たちの祈りに効力があるということです。なぜな

ら、キリストが香としてそれらに加えられたからです。香の煙は、聖徒たちの祈りと共に神の御座へ

と立ち上り、そして祈りは答えられます。 

５

日 
1 香をたくことの実際の意義

とは何ですか？ 

 

 

2 この二つの祭壇はどのよう

にして罪の贖いのささげ物

と結びつけられますか？ 

1 香をたくとは、実はキリストを祈ることを意味します。香は、復活し昇天したキリストを、すなわ

ち、神によって受け入れられ、神へと受け入れられる唯一の方を予表しています。こういうわけで、

彼は神にとって甘い香りとなります。この香りは、香として、わたしたちの祈りの中にあるべきで

す。香はキリストを表徴しているので、香をたくことは、キリストを祈ることを意味します。  

2 この血は罪を贖う日になだめ、あるいは罪を覆うためにささげられたものです。罪を覆う日は、一年

に一度、最も重要な罪のためのささげ物をささげるものでした。罪のためのささげ物の血は流された

後、祭壇から至聖所へともたらされ、その残りは外庭の祭壇の周りに注ぎ出されました。 

６

日 
1 出20:24-26で、神を礼拝す

るのに用いられる祭壇と犠

牲にはどのような意義があ

りますか？ 

2 肉体となった三一の神に関

して、二つの主要な完成と

は何ですか？ 

1 神を礼拝するために堕落した人は贖われ、終わらされ、置き換えられなければならないことを示して

います。神は祭壇を通して犠牲をもって彼を礼拝することを人に要求されます。さらに、神を礼拝す

る者は、犠牲の頭の上に手を置き、それによって自分自身をそれと一体化しなければなりません。そ

してその犠牲はほふられ、祭壇の上に置かれます。 

2 第一の完成は第一の祭壇、すなわち、すべての犠牲のささげ物のための青銅の祭壇であり、神の御前

での人のすべての問題を解決します。第二の祭壇は金の香壇(昇天におけるキリスト)であり、贖われ

た 罪人を神が受け入れるためです。わたしたちは昇天におけるキリストを経験するとき、安息の場所

を持ち、家にいると感じます。 

ま 

と

め 

わたしたちは、二つの祭壇の生活をし、三段階の祈りを訓練する必要があります。詩編84:3で｢あなたの二つの祭壇に、
すずめでさえホームを見いだし、つばめがひなを寝かせるための巣を見いだしました。万軍のエホバ、わが王、わが神
よ｣。わたしたちは小さく、もろいすずめとつばめです。二つの祭壇を通して、わたしたちは逃れの場所としての巣と、
神と安息を共に享受するホームを持ちます。三つの段階の祈りとは、第一に、青銅の祭壇において、罪の肉を対処し、血
の力を適用し、全焼のささげ物をささげます。第二に、聖所の机に行って、燭台から現し出される命の光の中で生き、命
を享受します。第三に、香壇へと行って、内側の深いところでキリストと共にとりなしの祈りをすることです。 

 


